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繭
引
玉
－
・

ノ

国
立
国
語
研
究
所
の
歩
み
・
7

子
ど
も
と
文
字

　
研
究
の
経
過
　
そ
の
年
度
の
研
究
の
概
況
を
報
告

す
る
国
立
国
語
研
究
所
年
報
に
、
「
子
ど
も
と
文
字
」

に
関
す
る
研
究
を
含
む
幼
児
の
言
語
発
達
研
究
が
初

め
て
登
場
し
た
の
は
昭
和
四
〇
年
度
で
あ
る
。

　
研
究
の
テ
ー
マ
は
「
幼
児
の
言
語
発
達
に
関
す
る

準
備
的
研
究
」
と
あ
る
。
冒
頭
の
「
目
的
」
に
、

　
　
幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
言
語
文
字
を
ど
の
よ
う

　
に
習
得
し
、
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
か
、
ま
た
そ

／　
の
要
因
は
な
に
か
等
を
明
ら
か
に
す
る
言
語
発
達

　
の
研
究
は
、
国
語
教
育
、
と
く
に
そ
の
教
育
計
画

　
や
指
導
法
の
確
立
・
改
善
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の

　
で
き
ぬ
基
礎
的
な
仕
事
と
し
て
重
視
さ
れ
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
（
中
略
）
。
当
面
、
わ
れ
わ
れ
は
対

　
象
を
幼
児
に
限
っ
た
上
で
、
言
語
発
達
に
関
す
る

　
研
究
展
望
を
は
か
り
、
今
後
の
課
題
解
決
の
長
期

　
的
研
究
ス
テ
ッ
プ
と
方
法
論
に
関
す
る
問
題
点
を

　
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
初
年
度
の
準
備

　
的
研
究
と
し
た
。
（
昭
和
四
〇
年
度
年
報
）

と
あ
る
。
こ
う
し
て
幼
児
の
言
語
発
達
研
究
は
国
語

教
育
研
究
室
の
村
石
昭
三
、
天
野
清
、
そ
れ
に
補
助

員
の
福
田
昭
子
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
就
学
前
児
童
の
言
語
能
力
に
関
す
る
全
国
調
査
」

は
昭
和
四
二
年
度
こ
の
準
備
的
研
究
を
先
行
さ
せ
て

行
な
わ
れ
た
。
そ
の
目
的
に
は
、

　
（
前
略
）
近
年
、
マ
ス
・
コ
ミ
の
普
及
に
よ
っ

　
て
、
言
語
・
文
字
を
習
得
す
る
過
程
は
大
き
な
転

　
換
を
み
せ
て
い
る
。
従
来
、
就
学
前
児
童
の
言
語

　
能
力
に
関
し
て
、
部
分
的
調
査
は
散
見
さ
れ
て
い

　
る
も
の
の
、
ま
だ
、
全
国
的
な
規
模
で
の
概
観
は

　
得
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
実
状
に
も
と
づ
き
、
本

　
調
査
は
三
年
計
画
で
就
学
前
児
童
の
言
語
能
力
の

　
習
得
の
過
程
お
よ
び
条
件
を
全
国
的
規
模
で
明
ら
．

　
か
に
し
ょ
う
と
す
る
。
本
年
度
は
そ
の
一
．
年
次
の

　
調
査
と
し
て
、
就
学
前
児
童
の
文
字
力
の
調
査
を

　
行
な
う
。
（
昭
和
四
二
年
度
年
報
）

と
あ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、

第
一
年
次
　
就
学
前
児
童
の
文
字
力
の
調
査

第
二
年
次
　
就
学
前
児
童
の
語
彙
力
の
調
査

第
三
年
次
　
就
学
前
児
童
の
語
彙
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
　
　
　
　
シ
。
ン
能
力
調
査

が
行
な
わ
れ
た
。
右
調
査
の
う
ち
、
第
一
年
遅
調
査

の
成
果
は
国
立
国
語
研
究
所
報
告
4
5
「
幼
児
の
読
み

書
き
能
力
」
と
し
て
報
告
さ
れ
、
こ
こ
で
報
告
す
る

主
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
　
　
（
村
石
昭
三
）
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1

三
葉
前
後
期
の
か
な
文
字
の
読
み
r

　
子
ど
も
が
就
学
す
る
時
に
、
ど
の
程
度
、
か
な
文

字
を
習
得
し
て
い
る
の
か
と
か
、
子
ど
も
は
、
い
つ

ご
ろ
か
ら
、
か
な
文
字
を
学
習
す
る
の
か
、
ま
た
、

そ
の
学
習
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か

と
い
う
問
題
は
、
教
育
現
象
と
し
て
は
、
ご
く
さ
さ

い
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
園
、
’
あ
る
い
は
家
庭
で
の
教
育
の
あ
り

方
に
、
直
接
か
か
わ
り
合
い
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
国
立
国
語
研
究
所
、
国
語
教
育
研
究
室
に
お

「
い
て
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
一
定
の

研
究
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
直
接
・
間
接
に
あ
つ
か
っ
た
研

究
所
・
国
語
教
育
研
究
室
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
研
、

究
は
、
概
略
、
次
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
は
、
以
下

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　
㈲
昭
和
二
入
年
に
、
小
学
校
に
入
学
し
た
児
童
の

言
語
能
力
の
発
達
を
、
六
年
間
追
跡
的
に
調
べ
た
調

査
ρ
こ
の
調
査
で
、
昭
和
二
八
年
に
、
入
学
し
た
児

童
の
、
か
底
文
字
の
読
み
書
き
能
力
の
実
態
が
調
べ

ら
れ
、
そ
れ
が
追
跡
さ
れ
た
。

ω
「
入
門
期
の
言
語
能
力
」
　
国
立
国
語
研
究
所
報
告

　
7
　
一
九
五
四
年

ω
「
低
学
年
の
読
み
書
き
能
力
」
　
国
立
国
語
研
究
所

　
報
告
n
　
一
九
五
六
年

㈲
「
小
学
生
の
言
語
能
力
の
発
達
」
　
国
立
国
語
研
究

　
所
報
告
2
6
　
明
治
図
書
刊
　
一
九
六
四

　
⑧
　
昭
和
4
2
年
、
「
就
学
前
児
童
の
言
語
能
力
に

　
関
す
る
全
国
調
査
」
の
第
一
年
次
の
調
査
と
し
て

－
東
京
、
東
北
、
近
畿
の
幼
稚
園
児
約
二
、
二
二
七

　
各
を
対
象
に
、
「
か
な
文
字
」
の
読
み
・
書
き
能

　
力
の
実
態
を
調
べ
た
調
査
。

㈲
「
幼
児
の
読
み
・
書
き
能
力
」
　
国
立
国
語
研
究
所

　
報
告
4
5
　
東
京
書
籍
刊
　
一
九
七
二
年

　
◎
㈹
の
調
査
に
先
が
け
、
お
よ
び
平
行
し
て
そ

　
の
調
査
の
担
当
者
の
一
人
で
あ
る
筆
者
（
天
野
）

　
が
行
な
っ
て
き
た
、
幼
児
お
よ
び
発
達
遅
滞
児
の

　
か
な
文
字
の
読
み
の
学
習
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
発
生
的

　
な
観
点
か
ら
、
解
明
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
行
な

　
っ
て
き
た
一
連
の
実
験
心
理
学
的
研
究
。
ま
と
ま

　
つ
た
報
告
書
を
刊
行
す
る
の
に
、
あ
と
二
、
三
年

　
の
月
日
を
要
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
個
別
的
に
、

　
次
の
よ
う
な
形
で
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。

㈲
天
野
清
「
就
学
前
児
童
の
単
語
の
音
構
造
の
分
析

　
能
力
」
　
国
立
国
語
研
究
所
論
文
集
「
こ
と
ば
の

　
研
究
」
3
、
五
一
～
八
七
　
一
九
六
七
年

㈲
天
野
清
「
語
の
音
韻
構
造
の
分
析
行
為
の
形
成
と

　
か
な
文
字
の
読
み
の
研
究
」
　
教
育
心
理
学
研
究
、

　
筑
一
八
巻
二
号
、
　
一
二
～
二
五
　
一
九
七
〇
年

の
天
野
清
「
教
授
の
学
習
と
学
習
能
力
の
形
成
一

　
就
学
前
児
に
対
す
．
る
か
な
文
字
の
教
育
」
　
日
本

　
心
理
学
会
第
三
三
回
大
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

　
資
料
。

圖
胃
》
B
き
ρ
O
口
讐
Φ
｛
o
『
ヨ
。
葺
。
コ
。
｛
跨
Φ
き
け

　
o
｛
睾
考
量
ヨ
σ
q
ひ
Φ
9
8
0
δ
α
q
8
。
。
一
舛
旨
g
ε
器
ω

　
o
｛
≦
o
a
。
。
ぢ
ヨ
巳
臼
。
け
①
辱
日
Φ
昌
欝
ξ
「
Φ
富
a
a

　
。
ぼ
匡
器
p
　
、
第
二
十
回
国
際
心
理
学
会
論
集
　
　
一

　
九
七
二
年
・

　
以
下
、
就
学
期
の
子
ど
も
の
か
な
文
字
の
読
み
の

習
得
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
、

何
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
の
か
、
先
の
㈲
、
◎
の
研

究
担
当
者
と
し
て
、
こ
九
ま
で
の
研
究
を
ふ
り
か
、
兄

り
、
さ
ら
に
㈹
の
研
究
と
対
比
さ
せ
、
児
童
の
か
な

文
字
の
読
み
の
学
習
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
く
つ
か
の
重
要
な
モ
ー
メ
ン
ト
と
述
べ
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

　
ω
　
子
ど
も
の
か
な
文
字
の
読
み
の
習
得
の
時
期

　
戦
前
に
、
小
学
校
に
入
学
し
た
も
の
に
と
っ
て

は
、
か
り
に
、
就
学
前
に
か
な
文
字
を
習
得
す
る
場

合
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
文
字
の
読
み
・
書
き
の
学
習

は
、
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
、
教
師
の
指
導
を
う
け
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彙

↓

始
ま
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
常
識
と
さ
れ
て
い

る
。　

昭
和
二
八
年
の
春
、
言
語
諸
能
力
の
発
達
の
追
跡
、

調
査
σ
第
一
年
次
に
得
ら
れ
た
小
学
校
一
年
生
に
つ

い
て
の
デ
ー
タ
ー
は
、
少
な
く
と
も
、
そ
う
い
う
親

の
常
識
に
、
そ
う
も
の
で
あ
っ
た
。
（
第
1
図
．
第

2
図
）

　
そ
の
時
、
実
験
校
に
あ
た
っ
て
い
た
東
京
．
区
立

四
ツ
谷
第
六
小
学
校
四
十
八
名
の
う
ち
、
清
音
四
十

五
文
字
を
正
し
く
読
め
た
子
は
十
七
名
（
約
3
5
％
）
、

第1図 小一年生のひらがな清音の読み
　　　　　　　（昭和28年4月）

17

7

1

4
3

2　
，

14

45字40．3530252015105

人
2
0

15

10

5

0
0

濁
・
半
濁
音
を
含
め
て
よ
く
読
む
子
は
十
二
名
（
2
5

％
）
で
、
そ
の
他
約
半
数
の
子
は
、
ま
っ
た
く
読
め

な
い
か
、
も
し
く
は
1
0
文
字
以
下
の
文
字
し
か
読
め

て
い
な
い
。
ま
た
、
追
跡
し
た
デ
ー
タ
ー
を
み
て

も
、
そ
の
ク
ラ
ス
の
子
全
体
が
、
清
音
の
読
み
の
学

習
を
終
え
る
の
は
、
第
二
学
期
の
は
じ
め
ま
で
、
ま

た
、
濁
・
半
濁
音
で
は
、
第
二
学
期
の
終
り
ま
で
、

学
習
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ

の
傾
向
は
、
こ
の
実
験
学
校
の
他
、
調
査
に
協
力
し

た
他
の
上
童
（
五
学
級
）
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ

婆
×
3
．

．
そ
れ
に
対
し
、
昭
和
四
二
年
秋
、
東
京
、
東
北
、

近
畿
地
域
の
幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る
幼
児
二
、
二

第2図 小一年生の濁，半濁音の読み
　　　　　（昭和28年4月）
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／
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．
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ゴ
／
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0
　
　
1
5
　
　
1
0
民
》
　
　
　
　
　
0

一
七
名
を
対
象
に
し
て
行
な
っ
た
調
査
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
ー
は
、
ま
っ
た
く
異
質
　
の
事
実
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
プ
リ
テ
ス
ト
で
、
幼
稚

園
児
の
読
め
る
文
字
の
範
囲
は
、
清
音
、
濁
・
半
濁

音
を
こ
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
ら
に
特
殊

音
節
を
読
む
課
題
が
、
新
ら
た
に
つ
け
く
わ
え
ら

れ
、
調
べ
た
結
果
、
第
1
表
、
第
3
図
の
結
果
が
得

　
　
　
　
　
　
　
る
　

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
就
学
ま
で
、
あ
と
四
、
五
ヵ
月

あ
る
と
い
う
十
一
月
置
時
点
で
、
年
長
児
ク
ラ
ス
の

場
合
、
ま
っ
た
く
文
字
を
読
め
な
い
幼
児
は
全
体
の

一
・
一
％
、
つ
ま
り
一
〇
〇
人
に
一
人
の
割
合
を
占

め
る
に
過
ぎ
ず
、
反
対
に
、
清
・
濁
・
半
濁
・
「
ん
」

七
十
一
文
字
の
う
ち
二
一
文
字
以
上
読
む
も
の
は
八

一
・
六
劣
、
六
〇
文
字
以
上
読
む
も
の
は
六
三
・
九

％
に
達
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
就
学
ま
で

第1表読みの水準とその特性

設定した基準 その具体的な特性
の涜み
71』文字　引味1、’節

@　　の読み
A 0 0 まったく1字も読めない．

B
i

1～5 0
自分の名前に含まれる文字

ﾌ読みの学習が始まった。

C16～201

@1 ・鷲㌍犠謝の

21～59・0

かな文字の習得期，どんど

�e文字の読みの習得が進

sしている．

E 60～71　0

清音めほぼすべてが読める

ｾけでなく，濁・半濁音も

Dかなり読める．

F・607
　　1

`1i1～2
71文字の読みほぼ完了。特

皷ｹ節1，2種をマ矧一・

Gi60－7
3～4

特殊音節の読み，3，4種

�}スター。

H160～71 5 全部の音節の読みをマスタ

[。
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あ
と
一
年
四
、
五
ヵ
月
あ
る
年
中
ク
ラ
ス
児
に
お
い

て
も
、
ま
っ
た
く
一
字
も
読
め
な
い
児
は
一
割
に
満

た
ず
、
反
対
に
、
六
十
文
字
以
上
読
む
子
が
、
三

名第3図幼稚園児のひらがなの読み（東京・近畿。東北全幼稚園児より抽出）
400

300

200

100

O　A

1967年11 月

囮332

23．7％

□
261

248
P7．7％

18．7％

195

148

P8．1％

163

P9．9％

166

11．9％　　19ユ％
156

17．2％

141

13．9％

106

76 75 73
7．6％

93％ 5．4％ ＆9％ 42
1’6 5．1％ 20

1．1％ 2．4％

B C D　　　E
読みの水準

F G H、

囮4歳児クラス
　　　　　818名

［コ5歳児クラス
　　　　1，399名

表　第

謁

曜
　
を

昭
和
2
8
年
調
査

曜
刀
口
0
2
巨

昼
壬
T
丞
凸
至

ハ
・
三
％
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭和28年の調査と昭和42年の調査との比較

調査年月 対　象 調査園・校 被調査二曲
46文字中

ﾇめる字
ﾌ平均

46文字中
曹ｯる字の平均

71文字中

ﾇめる宇
ﾌ平均

71文字中

曹ｯる字
ﾌ平均

昭
和
2
8
年
調
査

昭和28年

S～5月

6歳児（入学・

ｵた児童）

東京2校

ﾟ郊都市の

w校4校
_村部3校

＊
計
9
．
校

読み650名　」

曹ｫ613名
26．1 工7．8 34．8 22．7

幼稚園児（4歳

刄Nラス　5歳

刄Nラス）

東京・東北・近

Eより抽出した

P22園

4歳児クラス

@　818名
24．4 8．7 ．33．5 10．8

昭
和
4
2
年
調
査

昭和42年

@　11月 5歳児クラス

@1399名
36．8 19．9 53．0 26．0

＊　ただし，標本は標本抽出法に基づかない。　「入門期の言語能力」に載せられている数値に誤りが認めら

れたので，再計算してここに載せた。また；書きについては農村部1校のデータが欠落しているので，8
校について計算して出したものである。

黒
ゴ

“

　
　
％
0
0
　
　
　
　
　
．
5
0
　
　
　
　
　
0

　
　
　
1

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
と
は
う
ら

は
ら
に
、
ま
た
現
在
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
．
ラ
ム
が
依
拠

す
る
前
提
と
は
こ
と
な
っ
て
、
現
在
の
子
ど
も
の
か

な
文
字
の
読
み
の
習
得
は
、
戦
前
、
も
し
く
は
昭
和

二
十
年
代
の
こ
ろ
に
く
ら
べ
、
年
齢
的
に
早
い
時
期

に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
よ
り
正
確
に

言
え
ば
、
年
齢
的
に
早
く
読
め
る
子
ど
も
の
割
合
が

多
く
な
っ
た
）
こ
と
、
し
か
も
、
そ
の
習
得
は
、
年

齢
的
に
は
、
四
歳
代
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
明
確
に
物
語
っ
て
い
る

の
は
、
昭
和
二
八
年
の
デ
ー
タ
ー
と
比
較
し
た
第
2

表
と
、
か
な
文
字
の
読
み
の
習
得
の
状
況
を
生
活
年

第4図幼児の文字習得の年齢による変化

　　　　　／

∠〆㍊

賎

、Ψ’

　　／×㍉　　　　λ．．．岸’晟

　　　　　　　　，’　　　　漣，一門・、噂／

　　　〆
　　，’

　　　×一21文字以上読める
　　　　　　女児の割合
　　　x・一噂一一一x21文字以上読める
　　　　　　男．児の割合
　　　軸一一r1字も読めない女
　　　　　　児の害ll合
　　　卜一｝一一岬1字も読めない男
　　　　　　児の割合
、　　　　　A、

．v’ @　、、一一中一一噸、、　＿　＿

＿／＼！一x
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　　　　　　　　年齢・



匙

齢
と
関
連
づ
け
た
第
4
図
で
あ
る
。

　
で
は
、
何
故
、
こ
の
よ
う
に
か
な
文
字
の
読
み
の

習
得
の
時
期
が
早
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
前
調
査
か
ら
、
直
接
そ
の
こ
と
を
さ
し
示

す
デ
ー
タ
ー
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
幼
児
の
読
み

の
習
得
の
程
度
を
規
定
し
て
い
る
諸
要
因
の
う
ち
、

最
も
強
く
作
用
し
て
い
た
の
は
、
保
育
年
数
の
長
さ

で
あ
っ
た
こ
と
（
つ
ま
り
、
調
査
前
七
、
八
ヵ
月
前

に
就
園
し
た
年
長
児
よ
り
も
、
　
一
、
二
年
早
く
就
園

し
た
年
長
児
の
方
が
、
よ
く
読
め
る
）
か
ら
、
幼
稚

園
で
の
生
活
が
、
こ
の
こ
と
に
大
ぎ
く
関
与
し
て
い

る
こ
と
が
示
竣
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
こ
の
十

数
年
の
間
の
、
幼
児
を
と
り
ま
く
文
化
環
境
の
大
き

な
変
化
（
テ
レ
ビ
の
出
現
と
普
及
、
絵
本
そ
の
他
プ

リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
）
が
、
そ
れ
に
何
ら
か
の

関
わ
り
合
い
を
も
っ
こ
と
も
、
示
唆
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
事
実
の
確
証
を
通
じ
て
、
こ
の
調
査

は
、
以
降
の
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に
お
け
る

言
語
指
導
の
あ
り
方
に
、
一
つ
の
大
き
な
問
題
を
提

起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

＊
　
幼
稚
園
に
対
し
て
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
、
直
接
、
文
字
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
園

は
少
な
く
（
例
え
ば
、
年
長
組
で
五
十
音
表
の
使
用

は
約
十
四
％
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
使
用
は
二
十
％
）
、

し
か
も
、
そ
れ
ら
の
使
用
と
幼
児
の
文
字
の
習
得
の

程
度
に
は
、
関
連
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
多
く
の
園
は
、
文
字
を
学
習
し
や
す
く
す
る
た

め
の
環
境
的
な
配
慮
を
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
の
園
の
生
活
と
は
、
そ

う
い
う
環
境
、
お
よ
び
話
し
コ
ト
バ
、
リ
ズ
ム
等
を

含
め
た
一
定
の
指
導
の
下
で
の
生
活
、
自
発
的
活
動

を
さ
し
て
い
る
。

　
②
　
か
な
文
字
読
み
習
得
の
内
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
一
音
節
分
解
・
抽
出
行
為
の
形
成
と
発
達
i

　
先
述
の
グ
ル
ー
プ
◎
の
諸
研
究
は
、
先
の
調
査
を

背
景
に
お
き
な
が
ら
、
幼
児
が
、
か
な
文
字
の
読
み

を
習
得
し
て
い
く
内
的
、
心
理
学
的
過
程
を
、
発
生

論
的
な
観
点
か
ら
、
明
か
る
み
に
出
し
、
何
ら
か
の

理
由
で
発
達
が
遅
滞
し
、
就
学
前
、
も
し
く
は
就
学

後
に
な
っ
て
も
、
か
な
文
字
を
習
得
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
完

全
に
保
証
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
出
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
際
、
幼
児
に
と
っ
て
か
な
文
字
の
読
み
の
習

得
と
は
「
あ
」
を
／
ア
／
、
「
い
」
を
／
イ
／
と
読
め

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
発
生
的
に
よ
り
重

要
な
こ
と
は
、
話
し
コ
ト
バ
の
中
で
幼
児
が
学
習

し
た
単
語
、
例
え
ば
、
「
さ
く
ら
」
と
い
う
語
は
、

／
サ
／
と
／
ク
／
と
／
ラ
／
と
い
う
三
つ
の
音
か
ら

な
り
、
そ
の
／
サ
／
と
い
う
音
は
、
「
さ
か
な
」
の

／
サ
／
と
同
じ
音
だ
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
う
い
う
知
的
な
行
為
の
習
得
が
、
か

な
文
字
習
得
の
基
本
的
前
提
で
あ
．
る
と
仮
定
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
立
場
か
ら
、
幼
児
の
自
然

な
条
件
の
も
と
で
の
、
こ
の
行
為
の
習
得
の
発
達
的

な
進
行
お
よ
び
、
か
な
文
字
の
学
習
と
の
相
互
関

係
、
さ
疹
に
、
意
図
的
に
こ
の
行
為
を
学
習
さ
せ
た

場
合
に
、
こ
の
行
為
の
学
習
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の

で
き
る
年
齢
的
臨
界
、
そ
の
発
達
心
理
学
的
条
件
が

分
析
さ
れ
た
。

　
こ
の
行
為
の
形
成
の
程
度
を
調
べ
る
た
め
に
、
単

語
を
音
節
に
く
ぎ
り
、
発
声
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
対

応
し
て
、
ピ
ア
ノ
状
に
配
列
し
た
キ
ー
を
た
た
き
、
．

音
節
の
構
造
を
、
豆
ラ
ン
プ
の
配
列
に
置
き
か
え
る

課
題
、
さ
ら
に
、
第
5
図
の
よ
う
な
図
版
を
利
用

第5図 音節分解・抽出のため
の図版（例）
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、

し
、
音
節
に
く
ぎ
っ
て
単
語
の
各
音
節
を
発
声
し
な

．
が
ら
、
そ
れ
に
対
応
し
て
積
木
を
ま
す
目
に
置
き
、

後
に
、
各
音
節
の
音
を
た
ず
ね
た
り
、
あ
る
音
（
例

え
ば
／
コ
／
と
い
う
音
）
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
か
ど
う
か
、
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
れ
が

／
コ
／
の
音
か
を
探
し
出
す
課
題
が
幼
児
に
与
え
ら
．

れ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
語
の
単
語
を
音
節
に
分

け
、
音
節
を
抽
出
す
る
行
為
の
形
成
に
は
、
第
3
表

の
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
準
が
存
在
す
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弍
．
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
に
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
語

第6図直短音の音節の単語を正しく音節に分
　　　解する割合（正反応率）の年令的変化＊％

∞
・

　
コ

．50

　　　3A　3B　4A　4B　5A　5B
　　　　　　　　　　　　年令

＊　分散分析の結果，年令要因はP＜0．01の危険率で有

　た，単語の要因もP＜0．01で有意であった。5つの単

　易度がある．からであるb

OL－し

さ
ら
に
、
基
本
的
な
音
節
（
短
直
音
節
）
だ
け
か
ら

な
る
単
語
を
、
発
声
に
対
応
さ
せ
て
、
音
節
に
分
け

る
（
モ
ノ
や
ラ
ン
プ
に
置
き
か
え
る
）
課
題
の
場

合
、
幼
児
は
、
．
そ
の
た
め
の
特
別
の
訓
練
を
受
け
な

い
場
合
で
も
、
四
歳
の
後
半
に
な
れ
ば
、
ほ
ぼ
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

○
％
課
題
を
正
し
く
遂
行
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

（
第
6
図
）
さ
ら
に
、
こ
の
行
為
の
形
成
の
程
度
と
、
．

か
な
文
字
の
習
得
の
程
度
と
の
関
連
を
分
析
し
た
場
．

合
、
特
別
な
訓
練
を
与
え
な
い
自
然
的
な
状
況
の
下

で
、
か
な
文
字
の
読
み
の
習
得
が
は
じ
ま
る
以
前

に
、
こ
の
分
解
・
抽
象
の
行
為
が
形
成
さ
れ
る
か
、

も
し
く
は
、
か
な
文
字
を
い
く
つ
か
学
習
す
る
最
初

の
段
階
で
こ
の
行
為
が
急
速
に
形
成
さ
れ
て
い
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
で
、
こ
の
行
為
の

形
成
が
、
か
な
文
字
の
学
習
の
基
礎
と
な
っ
て
お

り
、
四
歳
代
で
か
な
文
字
が
学
習
で
き
る
理
由
を
、

心
理
学
的
に
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
尚
、
そ
の
．
こ

と
を
、
よ
り
実
証
的
に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
ひ
き
つ
づ
普
、
か
な
文
字
未
習
得

で
、
こ
の
行
為
が
未
形
成
の
四
歳
代
の
幼
児
二
〇
名

に
、
一
定
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
意
図
的
に

こ
の
行
為
を
形
成
し
、
か
な
文
字
の
読
み
を
導
入
す

る
実
験
を
試
み
た
。

　
こ
の
実
験
は
約
ニ
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
保
育
園
の
一

室
で
個
別
的
に
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
次
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

と
が
明
き
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ω
四
歳
．
児
二
十
名
の
う
ち
、
I
Q
八
○
の
一
人
を

の
ぞ
く
一
九
名
に
、
音
節
分
解
・
抽
出
の
行
為
．
を
つ

く
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
行
為
を
習
得

後
、
す
み
や
か
に
文
字
を
学
習
し
た
。

　
②
二
〇
名
の
う
ち
、
半
数
に
つ
い
て
、
こ
の
行
為

の
形
成
の
時
期
を
少
し
お
く
ら
し
、
幼
児
が
い
ろ
い

ろ
な
水
準
に
あ
る
時
に
、
文
字
の
読
み
を
実
験
的
に

導
入
し
た
結
果
、
少
な
く
と
も
先
の
第
3
表
の
一
の

㈲
の
水
準
に
達
し
．
て
お
れ
ば
、
幼
児
は
文
字
の
読
み

の
学
習
を
開
始
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
㈹
、
②
で
文
字
の
学
習
を
開
始
で
き
な
い
幼
児
に

は
、
抽
象
行
為
の
形
成
訓
練
を
再
度
与
え
、
先
の
必

要
な
水
準
に
達
し
た
時
、
文
字
を
導
入
し
売
が
、
そ

の
結
果
、
そ
れ
ら
の
幼
児
も
、
容
易
に
、
文
字
の
読

み
の
学
習
を
は
じ
め
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
そ
の
た
め
の
特
別
の
教
育
を

与
え
た
場
合
、
も
し
く
は
日
常
の
生
活
ま
た
は
幼
稚

園
、
保
育
園
の
生
活
の
中
で
こ
の
行
為
の
形
成
を
促

す
一
定
の
遊
び
や
活
動
（
子
ど
も
の
．
遊
び
の
中
に

は
、
音
節
に
合
わ
せ
て
手
を
π
た
く
リ
ズ
ム
遊
び

や
、
し
り
取
り
の
よ
う
な
語
頭
、
語
尾
を
抽
出
す
る

遊
び
が
、
比
較
的
多
く
あ
る
）
を
組
織
し
た
場
合
、

四
歳
児
に
お
い
て
も
、
ζ
の
種
の
行
為
を
形
成
、
発
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第3表音節に対する分析行為の水準

水　　　　　　準

（1）語の分解がまったくできない

（2）語の分解はできるが不完全。語頭すら抽出することができない

工

積の
ﾝ助
ﾘけ
竄�

}必
ﾅ要
ﾈと
ﾇす
ﾌるｨ

（3）語頭の抽出はできるが不完全

（4）語頭はよく抽出できるが語中・語尾が不完全

（5）語中も完全に抽出することができる

H 図版・積み木がなくても，ことばを明瞭に発音するだけで，語頭・語中・
齡�ﾌ音を抽出できる

皿 明瞭に発音しなくても，ただつぶやくだけで抽出できる

N 他人が言うのをただ聞いただけで判断できる（内言のセベル）

’

達
さ
せ
、
そ
れ
を
基
礎
に
、
文
字
の
学
習
に
移
行
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
先
の
実
験
で
二
〇
名
の
幼
児
の
う

ち
、
発
達
に
や
や
遅
滞
の
あ
る
一
人
の
．
幼
児
に
（
そ

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
範
囲
で
）
目
的
と
し
た
．
行
為

を
形
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
種
の
行
為
の

形
成
は
、
　
一
体
ど
う
い
う
心
理
機
能
の
発
達
の
基
礎

の
上
に
成
立
す
る
の
か
を
、
さ
ら
に
つ
っ
こ
ん
で
分

析
す
る
必
要
性
へ
と
導
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題

は
、
ま
た
同
時
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
発
達
が
遅
れ

て
い
る
知
恵
お
く
れ
の
子
ど
も
に
か
な
文
字
を
教
育

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
是
か
非
で
も
、
解
決
し
て
・

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
も
あ
っ
た
。

　
㈲
　
発
達
遅
滞
児
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ー
リ
ズ
ム
的
響
応
機
能
の
形
成
と
抽
象
的
能
力
－

　
前
述
し
た
実
験
等
で
示
し
て
き
た
こ
と
は
、
要
約

的
に
い
え
ば
か
な
文
字
を
学
習
す
る
た
．
め
に
は
、
単

語
を
構
成
す
る
音
を
抽
象
（
出
）
す
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
こ
の
音
の
抽
象
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

は
、
単
語
の
各
音
が
正
し
く
構
音
・
発
声
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
／
ク
／
／
マ
／
と
い
う
音
の
発
声
に
対

応
し
て
、
手
を
た
た
く
と
か
先
の
図
版
の
よ
う
な
場

合
、
個
々
の
音
の
発
声
に
応
じ
て
、
次
々
に
、
ま
す

第7図　かな文字の読みの学習の基礎

別
機
能

知
覚
・
識

　　かな文字の学習

音節分解・抽象行為

リズム的

二二機能

発声・構

音機能

4歳代に入

って以降

3歳代まで

に発達する

目
に
積
木
を
置
く
、
そ
う

い
う
行
為
が
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の

課
題
の
場
合
、
明
き
ら
か

に
発
声
と
積
木
を
置
く
運

動
的
動
作
と
の
間
の
リ
ズ

ム
的
な
協
応
機
能
が
要
求

さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
音
節
分
解
抽
象

行
為
は
、
第
7
図
の
よ
う

に
単
語
を
正
し
く
発
声
、

構
音
す
る
、
構
音
機
能

と
、
リ
ズ
ム
的
運
動
神
職
機
能
の
一
定
の
発
達
を
基

礎
に
し
て
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

を
明
確
に
示
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
研
究
の
プ
リ
テ

ス
ト
の
中
で
得
ら
れ
た
第
4
表
、
．
第
5
表
の
デ
ー
タ

ー
で
あ
る
。
リ
ズ
ム
自
白
応
機
能
は
、
テ
ー
プ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
発
ぜ
ら
れ
る
等
間
隔

（
発
秒
）
の
信
号
パ
ル
ス
音
に
協
応
し
て
手
を
た
た

く
リ
ズ
ム
テ
ス
ト
、
お
よ
び
両
手
交
互
開
閉
テ
ス
ト

で
調
べ
た
が
、
そ
の
発
達
の
水
準
は
、
正
常
児
の
場

合
で
も
、
発
達
遅
滞
児
の
場
合
で
も
、
音
節
分
解
抽

出
行
為
の
形
成
の
程
度
と
高
い
相
関
を
も
っ
て
い

る
。
ま
た
、
発
達
遅
滞
児
の
場
合
、
構
音
機
能
の
未

発
達
が
、
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
作
用
を
与
え
て
い
る

87
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こ
と
を
示
U
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
機
能
は
、
調
査
の
結
果
、

正
常
児
の
場
合
、
多
く
は
、
三
歳
代
ま
で
に
、
十
分

発
達
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
養

護
学
校
小
学
校
に
通
う
I
Q
5
0
も
し
く
は
そ
れ
以
下

の
中
度
発
達
遅
滞
児
の
場
合
、
構
音
機
能
の
未
形
成

を
と
も
な
う
ケ
ー
ス
が
多
ぐ
、
し
か
も
リ
ズ
ム
的
協

応
機
能
の
発
達
の
遅
滞
が
多
く
に
み
ら
れ
た
。
し
か

し
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ス
ト
を
く
り
か
え
し
た
結
果
、
．

か
な
文
字
未
習
得
の
ど
の
発
達
遅
滞
児
も
、
か
り
に

　
　
T
1
4
2
2
8
）
T
3
8
1
7

第4表 協応機能の発達と音節分解・抽出行為の形成
の程度．との関係（中呂発達遅滞児の場合）1

RT　　RC Level　A　Level　B　Leve1　C　 T
11 2 1 14

± ； 7． 10 5 22

422十十

（3才～4才半の正常幼児の場合

Level　A　Level　B　Level　C　 1RCRT
003

143
一
＋

．
＋
一

十　　十 0 7 10 1
1

鴎画き1髄τ仙詠嘆理難簾翫．
一方，分解・抽出行為の方は，Level　Aは，発声する音に対応し
て，手をたつける水準，Bは先の図版で，発声する音に　して，
種木をおける水準，Cは図版して分解・した後，個々の昔が何んで
あるか云える（抽出可能）

構
音
機
能
に
著
し
い
障
害
（
未
形
成
）
が
あ
っ
て

も
、
／
マ
マ
／
、
／
パ
パ
／
㍉
／
ミ
ξ
／
、
／
モ
モ
／

等
の
最
も
発
音
し
や
す
く
、
し
か
も
、
も
っ
と
も
単

純
な
音
節
構
造
を
も
つ
単
語
の
場
合
、
そ
の
語
を
音

節
に
く
ぎ
っ
て
発
音
し
な
が
ら
、
そ
の
発
声
に
協
詳

し
て
手
を
た
た
く
（
拍
手
）
こ
ど
が
で
き
る
、
つ
ま

り
こ
の
行
為
の
学
習
に
必
要
な
、
最
低
の
基
本
的
な

協
応
機
能
は
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
験
的
に
、
次
の
よ
．
う

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
別
表
）
を
作
成
す
る
こ
と
が

第5表言語障害の有無ζ音節分解抽出行為の形成と

　　　の関係

Level　A　Level　B　Level　C T

重度な言語障害の

ある発達遅滞児
10 2 0 12

言語障害のない発

達遅滞児
11 10 12 33

可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
紙
面
の
関

係
で
く
わ
し
く
論
じ
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
構

音
、
協
応
機
能
の
一
層
の

発
展
を
促
進
し
、
さ
ら

に
、
そ
れ
を
基
礎
に
、
音

の
抽
象
を
可
能
と
さ
せ
る

た
め
の
一
定
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
と
づ
い
て
、
都
立
王

子
養
護
学
校
小
学
部
に
通

う
か
な
文
字
未
習
得
の
発

達
遅
滞
児
一
九
名
（
I
Q

の
範
囲
3
4
～
5
4
、
M
A
の
範
田
二
歳
九
ヵ
月
～
五
歳

五
カ
月
）
．
に
対
し
、
春
休
み
を
含
b
六
ヵ
月
の
間

に
、
平
均
約
三
〇
回
に
わ
た
る
個
別
お
よ
び
小
集
団

訓
練
を
与
え
た
（
一
回
は
約
款
〇
分
）
。
強
度
な
言

語
障
害
を
も
ち
、
後
期
か
ら
こ
の
教
育
に
参
加
し
た

一
女
児
と
興
奮
型
の
傾
向
を
も
ち
、
し
か
も
す
ぐ
に

課
題
に
あ
き
て
し
ま
う
一
女
児
を
の
ぞ
い
た
十
七
名

は
、
ζ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
、
個
々
の
能
力

に
応
じ
て
、
順
次
ス
テ
ッ
プ
を
進
ん
だ
。
し
か
し
、

児
童
の
学
習
速
度
に
は
、
か
な
り
の
個
人
差
が
あ

り
、
こ
の
実
験
教
育
期
間
に
、
予
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
全
て
を
完
了
し
た
の
は
六
名
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
教
育
の
結
果
言
語
障
害
を
も
た
な
い
。
も
8
8

し
く
は
ス
ピ
ー
チ
・
セ
ラ
ピ
ー
を
す
で
に
受
け
た
こ

と
の
あ
る
子
ど
も
十
一
名
の
う
ち
学
名
に
、
さ
ら
に

強
度
な
言
語
障
害
（
未
形
成
）
を
も
つ
子
八
名
の
う

ち
三
曲
に
、
単
語
を
音
節
に
分
．
け
、
音
を
抽
象
す
る

行
為
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
行

為
を
習
得
し
た
十
一
名
の
う
ち
旧
名
は
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
下
で
か
な
文
字
の
読
み
を
．
学
習
し
は
じ
め

た
。
こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
実
際
に
教
え

た
の
は
十
文
字
に
す
ぎ
な
い
が
、
行
為
の
形
成
に
つ

れ
、
児
童
の
う
ち
、
何
人
か
は
自
発
的
に
よ
り
多
く

の
文
字
を
学
習
し
は
じ
め
た
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
．

で
、
こ
の
教
育
の
実
施
は
、
児
童
が
全
コ
ー
ス
を
完

｝



噌

．
　
「

第6表　訓練群と対照群の比較

群照対群練訓

Y．TK．MT．SS．AN．MH．KM．WY．HM．HT．WH．IH，S名氏

男男女女男女女男男女男冷罵性

524751413546524043424937Q1

10：29：810：6 11：0　　10：07＝49：10　10：10　8；38：37＝108：0AC

「一一｝一十言語障害の有無

52273531654040000

CCBCABBBBABB

593538335
？
・040000

CCBCBBCBBBBB

？
・

一一一

？
・

？
・O

r
・

±十十

十
？
・土目

？
・り

二
り
二「土

？
・

？
・

一

71454237284171338684231

CCCCBBCCCCCC

十十十十十十十十十十十十

？
・十±十十十

？
・

444443120443

444132000232

444102424332

読　字　数

分解・抽出
行為の水準

読　字　数

分解・抽出
行為の水準
リズムテス
ト

交互開閉テ
スト

読　字　数

分解・抽出
行為の水準
リズムテス
ト

交互開閉テ
スト

単語の読み

単語の読み
x理解

単語の構成

訓6
練力
眉月

始前

訓
練
開
始
ー
カ
月
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
カ
月
に
わ
た
る
訓
練
の
終
了
後

＊この時のテストでは，単語の読み，理解，積木による単語の構成について各4問課題を与えて

　ある。また，単語の構成は2回の試行を許した。その数値は4間中の正答数である．

了
す
る
前
に
中
止
し
た
が
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了

し
た
六
名
に
つ
い
て
、
訓
練
前
後
の
成
績
の
変
化

を
、
文
字
を
す
で
に
読
め
て
い
て
訓
練
を
受
け
な
か

っ
た
対
照
群
の
児
童
の
そ
れ
と
比
較
し
て
示
す
と
、

第
6
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
は
、
こ
の
訓
練
の
効
果
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
有
効
性
と
共
に
、
た
と
え
発
達
が
遅
れ
た
子
ど

も
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
適
切
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
有
効
に
子
ど
も
の
行
為
、
活
動
を
組
織

し
学
習
能
力
を
形
成
し
た
場
合
に
は
、
か
な
文
字
を

教
育
・
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
明
確

に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
一
連
の
実
験
的
研
究
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

そ
の
中
で
示
さ
れ
た
諸
実
験
は
、
幼
児
、
児
童
の
か

な
文
字
の
学
習
、
発
達
の
内
に
あ
る
、
合
法
則
的
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。
（
天
野
清
）

89

幼
児
と
漢
字
の
音
訓
の
読
み

　　　　％　　　　　％

音量生乳9；：1

月窮粥袴亡ウ郵
　つき37．7

聞喜て暑8：8土碁ち睾§矛

幼
児
に
知
っ
て
い
る
漢
字

の
音
訓
の
読
み
を
全
部
言

わ
せ
て
い
く
と
、
意
外
と

音
読
み
で
答
え
て
く
る
。

子
ど
も
は
熟
語
で
漢
字
を

覚
え
る
の
か
。

〈
音
〉
は
音
楽
、
〈
火
〉

〈
月
〉
へ
土
〉
は
み
ん
な

曜
日
で
あ
る
。



，

　
こ
こ
で
報
告
す
る
内
容
は
、
前
項
「
か
な
文
字
の

読
み
」
に
あ
げ
た
、

　
㈹
「
言
語
能
力
の
発
達
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の

　
　
テ
ー
マ
で
進
め
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
昭
和
二

　
　
八
年
度
入
学
児
の
か
な
文
字
の
書
き
調
査

　
⑧
「
就
学
前
児
童
の
言
語
能
力
に
関
す
る
全
国
調

　
　
査
」
‘
の
テ
ー
マ
で
進
め
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、

　
　
昭
和
四
二
年
度
幼
稚
園
児
の
か
な
文
字
の
書
き

　
　
調
査

校に一実
一行三験昭（1）

．
昭
和
二
八
年
度
の
入
学
児
童

和
二
八
年
度
に
行
な
わ
れ
た
書
き
の
調
査
は
、

学
校
四
六
名
の
ほ
か
、
協
力
学
校
計
九
校
、
六

名
に
つ
い
て
、
入
学
時
の
四
月
（
一
部
に
五
月
）

な
わ
れ
た
。
図
1
、
図
2
は
そ
れ
ぞ
れ
実
験
学

ク
ラ
ス
の
書
字
数
分
布
で
あ
り
、
参
考
ま
で
に

◎
「
幼
児
・
児
童
の
か
な
文
字
の
筆
順
に
関
す
る

　
　
教
育
心
理
学
的
研
究
」

に
関
す
る
中
間
報
告
で
あ
る
。

H

就
学
前
後
期
の
か
な
文
字
の
書
き

　　て　の

◎い成

層
調
査
校
の
平
均
書
字
を
み
る
と
、
」
四
六
文
字
中
書

け
る
子
の
平
均
は
一
七
・
八
字
、
ま
た
、
七
一
文
字

中
書
け
る
子
の
平
均
は
二
二
・
七
字
で
あ
っ
た
。
半

数
以
上
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
文
字
を
書
く
こ
と
は

未
だ
縁
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　
．
昭
和
二
八
年
夏
い
え
ば
、
い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
二

〇
年
前
に
な
る
。
戦
後
の
教
育
と
い
う
名
が
＼
つ
い
て

八
年
た
っ
た
当
時
の
こ
と
、
今
の
子
ど
も
た
ち
と
ち

が
っ
て
テ
レ
ビ
は
な
か
っ
た
。
今
に
匹
敵
す
る
経
済

成
長
も
な
か
っ
た
。
学
校
で
の
文
字
の
組
織
的
な
指

導
は
二
学
期
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
を
入
門
期
と

よ
ん
で
い
た
、
当
時
の
読
み
書
き
能
力
の
実
態
で
あ

別表　実験教育プログラムの内容（天野）

　第一段階　音節分解抽出行為形成のための準

　　備段階

第1ステップ　単語に音節にくぎって発声しな

　がら，対応して手をたたくことを学ぶ。（a）2

　音節語，（b）3音節語

第2ステップ　音節の数だけ床にかかれた円を

　単語を音節にくぎって発声しながら，それに

　対応してジャンプすることを学ぶ。（a珍音節

　語，．（β）3音節語

第3ステップ　（a）10cm間隔に音節の数だけ並べ

　てあるダルマの台に，単語を音節にくぎって

　発音しながら，逐次，ダルマをのせでいくこ

　とを学ぶ。それができるようになったら，そ

　のダルマ間の間隔を30cm，50c皿，1m，2mの

　長：さにして行なう6　　　．　　　’

㊨2皿間隔のダルマで，単語が音節に分ける

　ことができたら，その単語の語頭，語尾の音

　を抽出することを学ぶ（何んであるかがわか

　るようにする）。

第4ステップ（a＞絵の下に，その語がかな文字

　でかかれてある図版を利用し，目の前におか

　れてある文字積木の中から，必要な積木をと

　りだし，各音節を発声しながら，図版の下の

　国字の上に，文字積木をおき単語を構成する

　ことを学ぶ。

　（b）図版のます目に文字積木をおき．，語を構成

　しながち，語の各位置の音節を抽出すること

　を学ぶ。

　第二段階上の行為の一般化と文字の読みの

　　学習の段階。

第5ステップ　（a）図版を利用し，多音節（4－

　5）を音節に分けることを学ぶb

　（b）さまざまな語について練習し，この分解，

　抽出行為を一般化する。

第6ステップ　語の語頭の音を抽出しながら，

　10個のかな文字（ア行．力行）の読みを学習

　する。

第7ステップ　（a）記憶補助用カード（字とその

　音が語頭にある語の絵がかかれてあるカー

　ド）を利用して，先の10文字の範囲でつくら

　れている語を読むことを学習する。

　（b）上の記憶補助用カードを利用して，単語を

　積木で構成することを学ぶ。

　（c）記憶補助用カードなしに，10文字の範囲内．

　で単語の読みと構成を学ぶ。
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図1小1．年生のひらがな清音の書き
　　　　　　　　　　（昭和28年4月》
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．
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4
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人
2
0

45字40353020　25
字数

151050

15

　
　
1
0

人
数

5

0

　
②
　
昭
和
四
二
年
度
の
幼
稚
園
児

　
昭
和
四
二
年
度
の
幼
稚
園
児
の
「
書
き
」
の
調
査

は
「
読
み
」
の
調
査
と
併
行
し
て
行
な
わ
れ
た
。
調

査
の
規
模
等
に
関
し
て
は
重
複
を
さ
け
て
こ
こ
で
は

ふ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
「
読
み
」
に
く
ら
べ
て
、
「
書

き
」
の
調
査
手
続
き
、
正
誤
の
判
定
が
少
し
複
雑
な

の
で
、
こ
れ
ら
の
点
に
言
及
し
て
お
く
。

図2小！年生の濁，半濁音の書き
　　　　　　　（昭和28年4月）
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33
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151821字630

　
人
2
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2
0
　
　
1
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1
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5
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
数

　
書
か
せ
た
文
字
　
子
ど
も
に
書
か
せ
た
文
字
は
、

読
む
調
査
で
対
象
に
し
た
七
一
字
の
う
ち
正
し
く
読

め
た
文
字
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
読
め
な
か
っ
た

文
字
ま
で
書
か
せ
る
こ
と
は
し
な
い
（
読
め
な
い

字
は
ほ
と
ん
ど
ま
れ
に
し
か
書
け
な
い
も
の
だ
）
。

読
む
調
査
で
全
部
読
め
た
子
ど
も
に
は
全
部
の
文
字

を
書
か
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
十
字
し
か
読
め
な
か

っ
た
子
ど
も
は
そ
の
十
字
置
け
書
か
せ
る
。
ま
た
書

か
せ
る
文
字
の
順
番
は
読
む
調
査
の
と
き
と
同
じ
で

あ
る
。記

入
の
し
か
た
と
正
答
の
基
準

①
子
ど
も
一
人
ず
つ
の
記
録
票
に
従
っ
て
記
入
す

34 〈記入例〉

あ

や

〃

る
。　

②
筆
順
は
次
の
観
点
で
記
録
す
る
。

　
　
・
ど
う
い
う
方
向
に
筆
を
運
ぶ
か
（
方
向
）

　
　
●
ど
こ
で
筆
を
紙
か
ら
離
し
た
か
（
筆
数
）

　
　
・
ど
う
い
う
順
序
で
書
い
た
か
（
順
番
）

　
鉛
筆
を
紙
か
ら
離
し
て
上
げ
た
箇
所
に
、
矢
印
で

そ
の
運
動
の
方
向
を
示
し
、
同
時
に
、
そ
こ
に
、
そ

の
順
序
番
号
を
記
入
す
る
。
こ
の
三
つ
の
い
ず
れ
か

に
誤
り
が
あ
れ
ば
筆
順
は
×
と
な
る
。

　
筆
順
の
う
ち
、
濁
点
を
外
か
ら
内
向
き
に
つ
け
た

も
の
（
〃
）
は
正
し
い
と
認
め
な
い
。
半
濁
点
の
マ

一一

．
9
1



ル
の
左
ま
わ
り
も
正
し
い
と
認
め
な
い
。
な
お
、
濁

点
・
半
濁
点
の
正
し
い
位
置
範
囲
は
、
左
図
の
斜
線

部
分
以
外
に
つ
け
た
も
の
は
誤
り
と
す
る
。

　
調
査
者
は
正
し
い
筆
順
を
知
っ
て
お
か
な
く
て
は

い
け
な
い
。
特
に
「
も
」
の
字
に
注
意
す
る
こ
と
、

ま
た
、
筆
順
の
「
筆
数
」
は
、
厳
密
な
規
定
は
簡
単

に
は
無
理
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
正
し
い
．

筆
記
と
認
め
て
お
く
。

　
③
字
形
の
正
否
は
、
筆
順
以
上
に
こ
こ
で
基
準
を

述
べ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
、
大
ま
か
な
基
準
を

述
べ
て
お
く
。

　
．
●
当
該
文
字
と
調
査
者
が
認
定
で
き
れ
ば
正
答
。

　
・
文
字
の
変
形
に
よ
っ
て
当
該
文
字
以
外
の
文
字

　
　
と
認
定
さ
れ
る
も
の
（
「
い
」
↓
「
り
」
な
ど
）

　
　
は
誤
答
。

　
・
加
筆
・
訂
正
は
な
ん
ら
か
の
形
で
証
拠
が
あ
れ

　
　
ば
そ
れ
を
判
定
に
考
慮
す
る
。

　
●
同
音
の
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
、
数
字
（
「
に
」
↓

　
　
コ
一
・
2
」
な
ど
）
は
誤
答
。

※
こ
の
よ
う
な
書
き
方
も
正
答
と
認
め
る

ふき

ゆ一

老♪監

な

図3清音十「ん」の書字数分布（筆順十字形）

　　　　　　　　　　　　　　（5歳児クラス）（5歳児クラス）
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①
こ
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は
、

で
み
る
場
合
と
、
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四
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文
字
の
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
濁
音
・
半
濁
音
を
含
め
た
七
一
文

字
の
範
囲
で
み
る
場
合
と
が
あ
る
が
、
書
く
場
合
は

読
み
と
ち
が
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
四
六
文
字
の
範
囲

で
考
え
る
方
が
簡
便
で
あ
る
。

　
②
図
3
と
図
4
と
は
、
国
立
国
語
班
究
所
が
昭
和

四
二
年
度
に
就
学
前
の
幼
児
二
、
二
一
八
名
に
文
字

の
全
国
調
査
を
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
一

一
月
に
実
施
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
小
学
校
新
入
学

児
よ
り
約
半
年
早
い
時
期
に
行
な
わ
れ
た
結
果
と
し

図4清音十「ん」の書字数分布（字形）

　　　　　　　　　　（5歳児クラス）
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考
察
す
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こ
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が
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要
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あ
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。

　
図
3
は
、
四
六
字
に
つ
い
て
、
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筆
順
も
字
形
も
正

し
く
書
け
た
も
の
の
分
布
図
で
あ
る
。
読
み
と
違
っ

て
、
四
六
文
字
が
完
全
に
書
け
た
五
歳
児
ク
ラ
ス
の

子
ど
も
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
あ
る
が
、
逆
に
「
○

字
～
四
字
」
と
い
う
程
度
書
け
た
子
ど
も
は
男
で
二

五
パ
・
ー
セ
ン
ト
、
女
で
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。
男
女
の
差
が
は
っ
き
り
出
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
筆
順
ま
で
と
や
か
く
言
う
の
は
き
つ

す
ぎ
る
、
と
い
う
む
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
．

だ
組
織
的
な
書
き
方
指
導
を
受
け
て
い
な
い
の
だ
か
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ら
噛
筆
順
の
正
し
さ
な
ど
を
要
求
す
る
の
は
無
理
な

面
も
あ
る
が
、
図
2
の
字
形
だ
け
の
正
し
さ
に
限
る

と
、
比
較
的
、
高
い
結
果
に
な
っ
て
く
る
。
な
お
、

こ
の
五
歳
児
の
結
果
は
、
昭
和
二
八
年
に
国
立
国
語

研
究
所
が
小
学
校
入
学
児
に
実
施
し
た
書
字
テ
ス
ト

の
結
果
の
高
さ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
。
つ
ま
り
、
い
ま
の
子
ど
も
は
、
昭
和
二
八
年
の

子
ど
も
に
く
ら
べ
て
、
書
く
水
準
が
半
年
ほ
ど
進
ん

で
い
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
読
み
に
く
ら
べ

て
、
進
歩
の
加
速
度
現
象
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。

　
参
考
ま
で
に
、
全
部
の
か
な
文
字
七
一
字
に
つ
い

て
、
二
一
字
以
上
正
し
く
書
け
る
幼
児
の
割
合
は
五

六
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
園
で
組
織
的

な
書
く
指
導
を
与
え
る
以
前
に
、
文
字
を
書
く
活
動

が
半
数
以
上
の
子
ど
も
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
家
庭
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
、
子
ど
も
の
書
く
生
活
か
ら
も
裏
づ
け

　
　
　
手
年
ま

図5年賀状を書いた

　経験の有無

（13）今までに，うちの人に

　伝ってもらって，手紙や
　賀状を出したことがあり
　すか。
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0

を
左
表
の
よ
う
に
得
て
い
る
が
、
6
図
に
見
る
通
り

六
〇
字
以
上
書
け
る
子
は
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
七

誤りの典型上位田位
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図7．字形の書き誤り類型の場合

下
％

一
字
完
全
に
書
け
る
子
は
皆
無
）
だ
か
ら
、
読
み
に

く
ら
べ
て
書
く
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
も
示
さ
れ
て
い

る
。　

③
表
1
は
、
字
形
の
誤
り
の
典
型
一
〇
位
ま
で
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
図
7
は
字
形
書
き
誤
り

の
類
型
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み

る
と
、
書
き
誤
り
の
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

「
鏡
映
文
字
」
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
清
音
、
語
音
の
ほ

か
、
濁
音
、
半
濁
音
の
結
果
を
含
め
て
扱
っ
て
あ

る
。　

④
図
8
は
、
筆
順
の
誤
り
の
割
合
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
全
体
の
誤
り
の
七
一
パ
‘
ー
セ
ン
ト
が
順
番

の
誤
り
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
順

番
に
誤
り
が
多
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
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は
書
く
経
験
が
少
な
く
て
、
そ
の
う
え
、
組
織
的
な
．

筆
順
指
導
を
受
け
て
い
な
い
が
ら
、
当
然
の
数
字
と

い
え
ば
い
え
る
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
入

学
す
る
ま
で
書
く
こ
と
を
教
え
る
な
と
は
い
え
な
い

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
へ
ん
の
こ
と
は
次
項
で
問
題
に

し
よ
う
。

　
問
題
点
　
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
が
、
読
み
の
進

歩
に
く
ら
べ
て
、
書
く
進
歩
が
追
い
つ
い
て
い
か
な

い
の
が
目
だ
っ
て
い
る
。
今
日
の
子
ど
も
を
と
り
ま

く
環
境
に
は
、
絵
本
あ
り
、
掲
示
あ
り
、
ま
た
、
子

ど
も
の
大
好
き
な
食
べ
物
、
お
も
ち
ゃ
の
名
ま
え
な

ど
の
文
字
が
氾
濫
し
て
い
る
か
ら
、
文
字
を
読
む
活

動
は
ふ
え
て
い
る
。
そ
れ
に
く
ら
べ
て
書
く
機
会
は

た
い
へ
ん
少
な
く
、
し
た
が
っ
．
て
書
く
こ
と
は
ま
る

図8筆1唄の誤．りの割合

　　　　　　．ノ筆数L88％

複合
17．78％

方向
9．15％

川三番　 71り19％

で
だ
め
な
子
が
い
る
。

「
噛
こ
う
し
た
子
ど
も
に
は
、
書
く
こ
と
の
指
導
を
基

礎
か
ら
組
織
的
に
行
な
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
子
ど

も
の
生
活
に
は
書
く
こ
と
は
少
な
い
か
ら
、
読
む
こ

と
さ
え
で
き
れ
ば
十
分
だ
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

が
、
こ
れ
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
の
考
え
方
は
と
も

す
る
と
安
易
な
生
活
主
義
・
適
応
主
義
に
流
れ
て
い

く
。
と
り
わ
け
、
文
字
の
正
確
な
認
知
は
書
く
と
い

う
行
為
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
、
と
い
う
学
習
活
動

の
本
質
を
遠
ざ
け
て
し
ま
う
こ
と
を
警
戒
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
㈲
　
筆
順
の
調
査

　
問
題
の
所
在
　
就
学
前
の
子
ど
も
は
文
字
を
よ
く

知
っ
て
い
る
わ
り
に
、
筆
順
の
誤
り
が
目
立
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
一
度
ま
ち
が
っ
て
筆
順
を
覚
え
る
と

な
か
な
か
な
お
り
に
く
い
か
ら
、
文
字
が
読
め
る
の

は
よ
い
が
、
．
文
字
の
書
き
か
た
は
な
ま
半
可
に
教
え

ら
れ
る
よ
り
は
知
ら
な
い
方
が
教
え
や
す
い
と
い
う

の
が
小
学
校
側
の
一
つ
の
声
と
な
っ
て
い
る
。
親
の

方
に
も
文
字
を
書
く
こ
と
は
読
み
に
く
ら
べ
て
少
な

い
か
ら
、
就
学
前
に
は
必
要
な
い
で
は
な
い
か
と
考

え
る
む
き
も
あ
る
。

　
先
の
全
国
調
査
か
ら
、
こ
の
筆
順
の
誤
り
を
概
略

的
に
い
え
ば
、
字
形
が
正
し
く
書
け
た
な
か
で
の
筆

順
の
誤
り
が
二
割
に
達
し
て
い
る
と
い
う
野
駆
点
が

こ
う
し
た
読
み
書
き
意
識
を
基
礎
に
し
て
い
る
と
判

断
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
．

　
な
ぜ
ハ
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
ば
筆
順
を
誤
る
の

か
。

　
も
と
も
と
、
筆
順
は
文
字
を
書
く
際
の
書
き
や
す

さ
や
美
し
く
書
く
筆
の
運
び
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
ど
も
が
筆
順
を
完

全
に
身
に
つ
け
る
に
は
、
具
体
的
な
書
く
と
い
う
経

験
の
な
か
か
ら
筆
の
運
び
や
す
さ
、
書
き
や
す
さ
を

．
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
筆
順
の
ル
、

ー
ル
を
理
解
し
、
そ
れ
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
就
学
前
に
読
む
こ
と
に
重
み

を
か
け
て
い
る
現
状
で
は
、
書
く
経
験
が
．
乏
し
く
、

筆
順
の
誤
り
を
な
く
す
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
む
ず

か
し
い
。
そ
れ
に
現
在
の
就
学
前
の
子
ど
も
に
筆
順

の
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
完
全
に
そ
れ
を
運
用
で
き
る

能
力
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。

　
そ
れ
な
ら
ば
、
子
ど
も
は
何
に
依
存
し
て
筆
順
を

決
定
し
て
い
る
の
か
、
と
い
え
ば
、
結
局
、
子
ど
も

は
文
字
を
書
く
対
象
と
し
て
よ
り
も
、
ま
ず
見
る
対

象
と
し
て
と
ら
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
子
ど

も
の
筆
順
は
ま
ず
「
文
字
の
知
覚
的
特
徴
」
に
依
存

す
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。

　
先
の
「
幼
児
の
読
み
書
き
能
力
」
で
は
、
文
字
の
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要
素
を
主
部
エ
レ
メ
ン
ト
と
付
加
エ
レ
メ
ン
ト
と
に

分
け
、
主
部
エ
レ
メ
ン
ト
が
付
加
エ
レ
メ
ン
ト
に
優

先
し
て
書
か
れ
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
。
そ
し
て

現
行
の
筆
順
で
付
加
エ
レ
メ
ン
ト
を
最
初
に
書
く
文

字
群
と
最
後
に
書
く
群
と
に
分
け
、
そ
れ
ら
の
筆
順

の
誤
り
率
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
図
1
の
よ
う
に
、
最

付加エレメントに対する筆順の誤り図1

（1）最初に書く付加エレメ

　ントの誤P反応43．7 43．5

29．9
31．7

32．6
34，0

35．7
36，9

26．9

19．3

10．3
112

％
6
0

誤
り

反
応

率

40

20

にりえ、
フ

けふはとほよら
。
や

初
に
書
く
べ
き
、
付
加
エ
レ
メ
ン
ト
を
最
後
に
書
い

て
し
ま
う
誤
り
率
が
他
の
群
よ
り
優
位
に
高
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
か
ら
子
ど
も
の
つ
く
る
筆
順

は
、
文
字
の
知
覚
的
特
徴
－
主
部
エ
レ
メ
ン
ト
を

優
位
に
知
覚
し
、
そ
こ
か
ら
書
き
だ
す
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　
同
時
に
、
現
行
の
筆
順
に
は
明
ら
か
に
、
子
ど
も

の
「
文
字
の
知
覚
特
性
」
と
対
立
す
る
も
の
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
個
々

の
文
字
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
報
告
書
で
は
主
部
エ
レ
メ
ン
ト
と
付
加
エ

レ
メ
ン
ト
と
に
分
け
た
が
、
何
が
主
部
で
何
が
付
加

で
あ
る
の
か
の
客
観
的
な
規
定
は
し
て
い
な
い
の

で
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
文
字
の
各
要
素
に
つ
い
て
吟

味
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
筆
順
と
知
覚
　
以
上
の
問
題
点
を
基
礎
に
お
い
て

昭
和
四
七
年
度
か
ら
、
筆
順
に
お
け
る
知
覚
機
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
を
進
め
た
。
約
四
〇
の
テ
ス
ト
図
形
・
文
字

（
ひ
ら
が
な
・
か
た
か
な
・
漢
字
）
を
用
意
し
、
被

験
児
（
三
歳
～
六
歳
）
　
一
七
九
名
を
完
全
不
三
児

（
A
）
よ
り
完
全
童
児
（
D
～
）
ま
で
五
水
準
に
分
け

文
字
の
要
素
を
て
模
写
実
験
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て

テ
ス
ト
図
形
・
点
、
直
線
、
曲
線
、
「
ユ
ニ
ッ
ト
、
濁
・

半
濁
点
の
五
つ
に
分
け
、
次
の
仮
説
に
従
っ
て
筆
順

（
順
番
）
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

1
　
読
み
の
水
準
が
低
い
者
は
高
い
者
よ
り
次
の
傾

向
が
よ
り
高
く
認
め
ら
れ
た
。
（
第
2
表
）

　
ω
曲
線
・
ユ
ニ
ッ
ト
は
点
よ
り
筆
順
が
優
先
す

　
　
る
。

　
②
曲
線
・
ユ
ニ
ッ
ト
は
直
線
よ
り
筆
順
が
優
先
す

　
　
る
Q

　
㈲
曲
．
線
・
ユ
ニ
ッ
ト
は
濁
点
・
半
濁
点
よ
り
筆
順

表2　読みの水準と筆順の誤り

仮
説

ヒ筆順の誤り　（％）

付加部を先に書く
筆順

曲線・ユニツ

トカ㍉完工より優

先する

曲線・ゴニツ

トが直線より

優先する

曲線相互では

角線が非角線

より優先する

D～
　　　％

48．3

52．0

B・C

　　％

63．2

76．4

A
水
準

主部を先に書く筆順

　　　％

80．6

71．4

主
　
う

D～
　　％

26．5

B・C

　事

25．0

A

水
　
準

　　％

26．6、
王

48．0

45．8

脚
鋸

81．4

68、0

と
　
け

3．1

9．5

届
葡

7．1

142

み
　
ヌ

22．8

68．7

41．6

74，5

60．0

80．6

ル
　
乃

4．6

16．9

7，5

16．3

5．6

30．5

．
ア
　
刀
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「
が
優
先
す
る
。
　
　
、

　
㈲
長
い
直
線
は
短
い
直
線
よ
り
筆
順
．
が
優
先
す

　
　
る
。

、
㈲
直
線
の
長
さ
が
一
定
の
場
合
、
タ
テ
は
ヨ
コ
よ

　
・
り
筆
順
が
優
先
し
、
右
は
左
よ
り
、
上
は
下
よ
．

　
　
り
筆
順
が
優
先
す
る
。

　
㈲
曲
線
相
互
で
は
角
線
が
落
角
線
よ
り
筆
順
が
優

　
　
先
ず
る
。

　
＊
四
〇
の
テ
ス
ト
図
形
・
文
字
は
ニ
ス
ト
戸
ー
ク

　
　
の
も
の
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

2
　
次
に
八
図
形
・
文
字
に
つ
い
て
、
再
テ
ス
ト
に

お
け
る
再
現
性
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
再
テ
ス
ト
に

使
用
し
た
全
て
の
図
形
・
文
字
に
有
意
な
再
現
性
が

認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
文
字
が
読
め

な
い
子
ど
も
が
模
写
す
る
筆
順
は
「
図
形
・
文
字
の

視
覚
的
特
性
」
1
文
字
の
見
え
に
依
存
す
る
と
い

う
テ
ス
ト
結
果
の
信
頼
性
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
一
方
で
は
、
子
ど
も
の
筆
順
を
出
た
ら
め
に
書

・
く
0
で
な
く
、
子
ど
も
な
り
に
筆
順
の
ル
ー
ル
を
つ

く
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
度

で
き
あ
が
っ
た
〈
誤
り
の
〉
筆
順
憶
（
有
効
な
筆
順

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
働
き
か
け
の
な
い
か
ぎ

り
）
固
定
し
て
な
お
り
に
く
い
と
い
う
不
安
の
確
か

り
し
さ
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
と
め
と
課
題
　
以
上
の
調
査
か
ら
、
〈
う
〉
〈
と
V

筆順の再現性

df＝1

PX2図形文字

〈0．50

〈0．70

〈0。70

〈0．50

〈0．50

〈0．70

〈0．70

＜0．、10

0．666

0．333

0．428

0．818

0．500

0．200

0．200

2．882

＋
　
1
1

よ
　
と
　
り
　
め
　
け

〈
け
〉
の
よ
う
な
文
字
は
特
に
誤
り
や
す
い
筆
順
で

あ
る
が
、
逆
に
「
み
」
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
誤
ら
ぬ

筆
順
の
文
字
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
、

誤
り
や
す
い
筆
順
は
、
子
ど
も
が
っ
く
っ
て
い
る
見

え
に
よ
る
筆
順
の
ル
：
ル
と
は
ま
さ
に
対
立
す
る
も
、

の
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

　
で
は
、
子
ど
も
が
っ
く
る
見
え
・
の
筆
順
と
は
何

か
ゆ
そ
れ
は
目
で
見
て
、
そ
の
文
字
の
点
よ
り
も

線
、
直
線
よ
り
も
曲
線
、
単
純
な
構
成
要
素
よ
り
も

複
雑
な
構
成
要
素
を
重
視
し
、
そ
こ
か
ら
優
先
的
に

書
き
だ
す
と
い
う
筆
順
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た

め
に
、
伝
統
的
な
「
速
く
、
美
し
く
書
く
た
め
」
の

筆
順
の
ル
ー
ル
と
子
ど
も
の
そ
れ
と
は
必
ず
し
も
対

応
し
て
い
な
か
っ
た
。
「
み
」
の
筆
順
が
な
ぜ
誤
ら

ぬ
か
と
い
え
ば
、
そ
の
筆
順
の
ル
ー
ル
は
子
ど
も
の

見
え
が
っ
く
る
筆
順
と
は
対
立
し
な
い
か
ら
で
あ

る
。

　
筆
順
を
、
一
字
一
字
に
つ
い
て
対
症
療
法
的
に
指

導
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
筆
順
が
特
定
の
ル
ー
ル

に
従
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
な

ら
ぽ
ふ
入
学
時
か
ら
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
就
学
前

か
ら
そ
の
ル
ー
ル
を
教
え
る
べ
き
か
と
い
う
な
ら

ば
、
こ
れ
に
は
子
ど
も
に
筆
順
の
ル
ー
ル
を
正
確
に

つ
か
ま
せ
、
か
つ
、
そ
の
運
用
能
力
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
組
織
的
な
筆
順
指
導
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
そ
れ
を
し
な
い
で
「
い
」
は
こ
う
書
く
、
「
り
」
は

こ
う
書
く
、
．
だ
け
の
扱
い
を
し
て
は
、
「
○
×
式
扱

い
」
に
終
わ
っ
て
、
「
な
ぜ
誤
り
に
な
る
か
」
を
子

ど
も
に
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
活
作
文

を
入
学
当
初
か
ら
ど
ん
ど
ん
書
か
せ
る
努
力
よ
り
　
9
6

も
、
一
字
一
字
を
正
確
に
書
く
指
導
、
　
一
語
一
語
に

対
象
を
正
確
に
変
換
し
て
い
く
指
導
と
、
そ
の
こ
と

の
大
事
さ
を
子
ど
も
に
意
識
さ
せ
た
い
。

次
年
度
以
降
は
こ
う
し
た
筆
順
指
導
の
た
め
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
実
験
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
現
行
の
筆
順
ル
ー
ル
そ
の
も
の
に
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
ル
ー
ル
が
適
用

し
に
く
い
特
定
文
字
（
特
に
漢
字
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
筆
順
の
基
準
を
緩
和
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
、

こ
と
が
科
学
教
育
と
し
て
の
言
語
・
文
字
の
教
育
と
．

し
て
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。


